






初挑戦で超難関突破

５．活動ニュース他

研究生平成２１年度も東京消防庁からの研究生を受け入れ，無線通信の専門知識と技術に詳しい人

材の育成支援を行った．研究生は，第１級陸上無線技術士及び第３種電気主任技術者に合格し，熊本県

産学官技術交流会で研究発表を行う．

無線従事者養成講座第１級陸上無線技術士の卒業生4名，２年生1名が合格した．また，３年生1名

が第２級陸上無線技術士に，第１級陸上特殊無線技士に２年生１０名が合格した．また，３月には一般社

会人を対象として，第３級陸上特殊無線技士の養成講座を開催し，４９名が合格した．
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社会人を対象とした第３級陸上特殊無線技士
養成講座の様子平成２００９年3月

電気通信振興会「電波受験界２００９年１０月号」
の記事の－部石橋研究室の実験の様子

「電波受験界」で紹介無線従事者国家試験受験

指導雑誌の電気通信振興会発行「電波受験界

２００９年１０月号」で，熊本高等専門学校熊本キャ

ンパスが紹介された．記事では，宮川校長による巻

頭言「私と電波」と熊本キャンパスの各研究部が紹

介されている．右の写真は，本研究部石橋研究室の

電波暗室での実験の様子の記事の抜粋である．

電波の日表彰情報通信分野における人材育成に

貢献ということで熊本電波工業高等専門学校が，平

成２１年度の電波の日に総務省九州総合通信局長か

ら表彰された．
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東京消防庁からの研究生有賀怜史氏および

本校２年生寺田浩士朗君の第一級陸上無線技士取得の記事
（熊本日日新聞2009年３月１２日統合版１７面）
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(6)知能システム研究部報告

主任大塚弘文

１･はじめに

本研究部では，（１）知能移動ロボットに関する研究(2)知的医療介護支援システムに関する研究

(3)lntemetMultimedia等に関する研究に取り組んでいます．近年は特に(1)(2)のテーマを発展さ

せた「人間行動適合型生活支援システム研究開発プロジェクト」を中心に据え，人間一機械協調制御

システムなどの発展的研究活動を遂行しています．ここでは，最近の研究開発事例のいくつかを紹介

します．

2．活動内容

2.1無線ＬＡＮによる遠隔操縦モデルカーの開発プロジエクトリー‘

人間の触・力感覚とコンピュータネットワークを用いてモデルカ

ーに乗車している感覚で操縦可能なシステムの構築を目的とするプ

ロジェクトです．開発したシステムの構成は下図に示すものであり，

以下の特徴を有します．①インターネットから操縦可能②自動車の

プロジェクトリーダ耐一：中島栄俊‘

近年，高齢化社会が進み，また，健康ブームも相まって

健康管理に関する注目度が高まっています。メタボリック

検診も始まり，社会的な食生活に対する関心度も同様です。

本プロジェクトは，個々人の噌好や生活環境に合わせた献

立立案システムの構築を目的としています。個人の身体的

妄民の夏によって三じる分右冠状の室生上り．

ファグイ睡紘を用いて.ジ島イヌ季ｲプｸ畏作に対応
下ろ褐胞値⑭髪呈函rろ

運転席と似た操縦席③操縦者はモデル

カーの加速を体感可能④モータでエン

ジン出力を表現.開発したシステムはセ

ミコンジャパン２００９（１２月２日～４

日於：幕張メッセ）に出展・デモンス

トレーションを行いました．

2.3個人Ｉ盾報を用いた献立提案システムの開発プロジェクトリーダー：嶋田泰幸

'周禁固、
認蕊恥‘,鋤…#繍
悶原’
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モデルカー
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シートなど

2.2身障者生活行動支援八ンドフリー車椅子の開発プロジェクトＬ

日常生活において物体を両手で把持しつつ移動を伴う作業は非常

に多いのですが，車椅子利用者はジョイスティック操作や車輪操作

のための手操作を余儀なくされ，実現可能な手作業は制約されます．

本プロジェクトの目的はハンドフリーで操縦可能な電動車椅子の提

案です．操縦者の姿勢変更によって発生する背もたれ圧力分布変化

から操縦意図を推定し自動操縦するシステムを開発しました．

プロジェクトリーダ､－：大塚弘文

身体動作とジョイスティック操作との対応
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2.4手書き動作によるリハビリシステムの開発

プロジェクトリーダー：柴里弘毅

平成２１年６月２０日～２１日京都国際会館で開催された第

８回産学官連携推進会議において，本校が九州・沖縄地区の

１０高専の幹事校として合同展示ブースを出展しました．今

年のテーマは「人間・環境」で，人にやさしい技術・環境に

やさしい技術の紹介でした．そこで，柴里弘毅准教授がプロ

ジェクトリーダーを務める「手書き動作によるリ八ビリシス

テムの開発」の展示と，ペン型の力覚装置を使った書字動作

のアシストのデモを行いました．
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2.5マイコン制御教材開発セミナー

平成２１年８月１９日(水)熊本キャンパス・電子制御工学科

棟3階制御工学実験室において，熊本県中学校技術・家庭科

研究会との共催による夏期研究集会として，新指導要領に対

応したマイコン応用の自律移動ロボット教材の八一ドウェア

とソフトウェアの開発に関するセミナーを実施しました．

１５名の中学校技術家庭科の先生方に参加いただき，授業実

践に向けた研究討議も行いました．

３．おわりに

本研究部では１以上で紹介したプロジェクトの他に，人間一機械系における人間の制御特性補償器

（コラボレータ）に関する研究，健康生活を支援するレシピ提供システム開発，上肢リ八ビリテーシ

ョン機器開発などにも取り組んでいます．引き続き，これら「人間行動適合型生活支援システム」プ

ロジェクトを中心に精力的に研究開発に取り組みます．また，基盤技術である組込みシステム技術を

駆使し様々な共同研究や受託研究，技術相談などあらゆる産業界をはじめとする社会の要請にお応え

できるよう努力してまいります．

、霊8蕊猫排蝦鋤の淵力覚混合型ﾌｨードパｯｸﾓデﾙ:人闇工学v･'４５Noa
[２１主雪言蛎面圧力分布を利用した罰輔子操縦ｼｽﾃﾑの柵熊本高専研究紀要第'号pM5
[３１繍編仙蝋獄綱戸19柵蝦鯛『｢mHuman-machineSystemWAC
嶋田,守田，松本,川路，Ｔ､T,ZhongHon，“RecipeSuggestionSystem'’’４thEuropean

[4］Conferenceofthelnte｢nationalFede｢ationforMedicalandBiologicalEnginee｢ing(ＭBEC)，
ProceedingsofMBEC，ｐｐ２５９６－２５９９,Antwerp(Belgium）

[5]瞳調風松本個人情報を用いた献立提案ｼｽﾃﾑの淵熊本高専研究紀要第１号pp75-78
[6]謡謀曙鵬)生活活動度に墓つく日常活動状態の判別法性体匿工学Vol4aNoa
永田,稲垣，井上，水本，岩井，“TheApplicationofaPIDPa｢amete｢TuningMethodbasedon

[7]峨畦|聯'卿淵[|:Nn網副剛醗di淵柵'IC粥細廠
１７，２００９，SuntecConventionandExhibitionCenterPaperWB1,２，ｐｐ２５６－２６２,Singapore
脇坂，石橋，中島,iDatabaseadaptationforFDBMusingstereoimagesandinstantaneous

[B］｜ＬＤ''，lnternationalWo｢kshoponthePrinciplesandApplicationsofSpatialHea｢ing，
ProceedingsoflWPASH2009(ＣＤ－ＲＯＭ)，（２００９）
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(7)不知火海環境プロジェクト報告

不知火海におけるリアルタイム海流｡水質監視システムの構築

建築社会デザインエ学科入江博樹
上久保祐志

１．はじめに

不知火海（八代海）は，熊本県南西部と鹿児島県北西部に位置し，北部の開口部は有明海に，南部

の開口部は東シナ海に接した閉鎖性の強い内海であり，豊かな水産資源を提供してきた．しかし，近

年では，漁獲高の減少傾向や赤潮の発生が幾度となく観測され，沿岸漁業や養殖業に深刻な被害をも

たらしており，水環境の保全・回復が望まれている．水環境を語る際には，有明海と不知火海は同様

の地域とみなされ，一緒に論じられることも多いが，不知火海は宇土半島で仕切られ，球磨川からの

流入水の影響が大きいため，こうした観点から水質の変化に関する詳細なデータの収集が望まれてい

る．ここでは，不知火海の海流をリアルタイムでモニタリングするため、電子機器を搭載した小型の

漂流ブイを開発し，このブイからリアルタイムで海流のデータを把握し、海流の動向の調査を行うプ

ロジェクトの概要について紹介する．

２.システムの概要

不知火海の潮流を把握するために，複数の小型漂流ブイロボットを同時に浮べることを第一の目標

とした．これまでにも，潮流を計測するブイシステムはいくつか提案されているが，長期間にわたり

海で利用可能な，リアルタイムの観測ができる小型ブイが必要となる．漂流ブイは，位置・速度をリ

アルタイムで測定し，その他にも各種センサによって，気温・水温などの情報を送信する．そして，

この漂流ブイで得た情報から，不知火海の潮流マ
GPS術星

ツブを作成し，不知火海の潮流を予測するための

シミュレーションモデルを構築する．また，取得

した各種の観測データは，インターネットで公開

し，環境に関する教育へも活用する．

このため，本研究では，不知火海の潮流を計測

する目的で，図１に示すようなシステムの構築を

考えた．小型の漂流ブイには，ＧＰＳ受信機と無

線通信装置およびマイコンを搭載して，リアルタ

イムでブイの位置，速度等を観測する．また，各

種センサにより，気温・水温の情報も得るシステ

ムを開発する．

, ｡
一ー－－‐‐－－一一＝ｰ一ー一＝＝

利用者システム観測用サーパシステム

図１システムの全体構想図

３．研究の方法

システムの動作を検証するために，実際に複数の小型漂流ブイを不知火海に浮かべ，その位置を計

測する実験を実施して，その実用性を検証した．そして，潮位データからシミュレーションによって

求めた潮流の推定値と，ブイの漂流データとを比較・検討して，その有効性を確認した．また，実際

に不知火海に船を出し．実際の漂流水域の海水を化学的に水質計測して，比較・検証した．
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４．研究成果

本研究プロジェクトの成果を，順を追って紹介する．

(1)ＧＰＳ受信機を搭載した漂流ブイ第１号を試作し，その動作を

確認した．図２に試作した漂流ブイ１号の内部構成を示す．この

試作1号ブイを不知火海に放流して，不知火海のほぼ全域でリア

ルタイムにその位置の特定ができることを確認した．回収作業

等も容易に行えることが確認できたが，ブイの大きさ・形状等

と表層流の関係について，検討が必要なことが分かった．

ＧＰＳアンテナ携帯咽話アンテナ

(2)ブイの小型化を図るため，電子機器の省電力化によるバッテ

リーの小型化を検討した．回路の省電力化は，機器の電源を定

期的にＯＮ-OFFする方法を用いたが，GPS受信機もＯＮ-ＯＦＦす

ることになり位置の測定精度の劣化につながる．そこで，適切

なＯＮ－ＯＦＦ時間間隔を設定することで．精度の劣化が少な

ノ
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ＣＤＭＡ
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頼一ブイ客署

■

日一ルム

＜できることを確認した．こうした改良を加えた試作2号機

（図3奥：赤）は，小型となり‘同じ精度で長期間の運用が

可能になった．また，さらに通信機能を簡略化し，インタ

ーバル機能だけを持った回路を作ることで電子回路の容積

を小型化した試作3号ブイ（図３中央：黄）を製作し，その

動作が2号ブイとほぼ同程度であることを確認した．

(3)システムとしては，ブイの回収法の効率化を図るために，

携帯電話のブラウザ機能を利用して，漂流ブイの位置を地

図に表示するようにした．さらにＧＰＳ付きの携帯電話を利

用することで，回収者の現在位置も簡単に確認でき，漂流

ブイの回収がより容易になった．

鉛需価池

ﾗｽﾄ(趣）’
』四

図２漂流ブイ１号の構成

図４ｋｍl形式によるブイの軌跡表示例

(5)潮流のモデルを考える上では，表層

流のほかに海中の一定水深での流れも重

要となる．本研究で開発したブイを，一

定水深でとどめるための技術を考案し，

その技術について特許申請を行った．ま

た，環境に関する教育への利用について

も，地域の小中学校との交流・準備活動

が進行中である．

図３漂流ブイ:2号(赤)と3号(黄）

(4)本システムの測定結果については，漂流ブイの位置情報をkml形式に変換して保存することで,ブ

イの移動の様子をGoogleEarth等のＧｌＳソフトで容易に確認することができるようにした．図４

にパソコンで表示させた例を示す．この

システムは，複数のブイを使った潮流の

動向の変化を調べる際にも利用できるこ

とが確認できた．
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(8)バイオ・ケミカルプロジェクトの活動報告

生物化学システムエ学科長木幡進
(地域イノベーションセンター研究開発推進事業部長）

１．はじめに

当該プロジェクトでは，生物化学システムエ学科と技術センターのスタッフを中心に，平成２１年度

は主に熊本県南地域の産学または官学が連携した形態で，地域の生物資源等の活用に関する研究活動

を実施した．

２．活動内容

▼５月９日～１２日：ＦＯＯＭＡＪＡＰＡＮ２００９アカデミックプラザ（主催：(社)日本食品機械工業会；

東京ビッグサイト）にて，本学科と民間企業との共同研究で連携した「馬由来成分の粉末化と健康

食品への応用」をテーマに，「馬油の粉末化・馬アキレス健タンパクの低分子化・低分子コラーゲ

ンの粉末化と健康食品の製造」についての研究成果を発表した．

▽６月２０日～２１日：第８回産学官連携推進会議（主催：内閣府↑総務省，文部科学省，経済産業省ほ

か；国立京都国際会館）にて，高専機構知財本部のブース「国立高専の食品関連技術（全国の特産

物と高専技術のコラボ）」で，本学科と熊本県八代地域振興局とが連携した「廃棄トマトの有効利

用～地域特産物に付加価値を～」をテーマに特許出願を行っている「青トマト緑色色素の安定化

技術とその利用技術」が紹介された．

唖Zm1W如睡WG1 監蕊

雷

Z

展示ブース青トマトのフルーツソース

▼８月６日～７日：第７回全国高専テクノフォーラム（主催：(独)国立高等専門学校機構；香川県県民

ホール）にて，民間企業と本学科および機械知能システムエ学科，技術センターとの共同研究で連

携した「温泉水等を利用した稚篭（スッポン）飼育システムの研究開発事業」をテーマに「遺伝子

の検出による性判定実験・光触媒および炭素繊維を用いた排水処理など」に関する研究成果を紹介

した．

域

耳耳,■産声剛■●１
■■｡I凶生直▲凸ａ

篭#蕪'螺醗謡禰漂島ツム
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ゆ

零．．、■■

■、。 ０

■●●■●弓

事例発表

■

ガ
男一一

光触媒処理装置
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▼１１月２５日～２７日：アグリビジネス創出フエア2009（主催：農林水産省；幕張メッセ）にて，異

分野融合ゾーン高専機構知財本部のブース「国立高専の食品関連技術～全国の特産物と高専技術の

コラボ～」内で，本学科および技術センターと熊本県八代地方振興局とが連携した「バンペイユか

らの精油抽出と成分分析およびその応用」をテーマに「八代特産柑橘類の成分分析と応用」に関

する研究成果の発表・展示を行った．

：＝皇‘-i，－蕊鍵諌蝿|､"a篭霞隷

展示会場

|~覇垂埜鵠眺3J且１

W ミ．．固"〃･硯

展示ブース
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、’０回心△切副金郡且写＆
ぜ』学生今竺

Ｉ抄やeやぶq鋪go”qoJW
■せ■Bロ

プレゼンテーション

■

▽２月４日～５日：２０１Ｏくまもと産業ビジネスフェア（主催：肥後銀行，熊本産業文化振興(株)；グ

ランメッセ熊本）にて，「生物資源を利用したバイオ技術」をテーマに，熊本県産柑橘類および馬

由来物質を使った研究成果の展示や最新の抗体エンジニアリングの紹介を行った．

展示ブース

畷Ｉ
－－

’

RＬ

●

Ｕ

ー

露

廻画鶴
ｌｑ

６

国

ﾛ言

バンペイユ精油石鹸の配布抗体エンジニアリング紹介

３．おわりに

一次および二次産業の盛んな熊本県では廃棄物や環境負荷物質を未利用資源として活用することが

望まれている．今後は，研究設備の高度化を図ることで，産学宮が連携した研究活動・技術開発やバ

イオ・ケミカル分野の研究への組織的な取り組みが期待される．

４．業績一覧

、講評鮒鮒謙ﾃの応用FooMAJAPAN2009ｱｶデﾐｯｸプﾗザ研究発表雲旨集
[2]排管需瀞琶嚇雪騰殖排水の処理技術教育研究論文誌(電気化学針
[3]蕊'瀞Ｗ３した棚育ｼｽﾃﾑの研究開発事業第７回全国高専ﾃｸﾉﾌｫーﾗﾑ要旨集

4８
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(9)温泉水等を利用した稚篭飼育システムの研究｡開発プロジェクト報告

生物化学システムエ学科木幡進・金田照夫
機械知能システムエ学科井山裕文

１．はじめに

龍（スッポン）は水温１５℃以下で冬眠することが知られている．現在のスッポン養殖では，冬眠時

間も含め成龍（重量700g程度）にするまでに3年余の期間が必要であるが,冬眠期間を省くことでそ

の期間を最大2年ほどに短縮することが可能となる本事業では，温泉水等を利用した環境負荷軽減型

の施設で稚龍（稚スッポン）を養殖し，生産性を高め，養殖原価の低

減や養殖事業の地域への普及を目的として，産学が連携して研究開発

（平成１９年度には水俣芦北地域振興財団の助成を受けた）に取り組

んでいるものである．図１に養殖中の稚篭を示す。

主な研究・開発内容は、

（１）養殖水槽に導入する温泉水等の温度調節を,省エネルギーで実

施するための太陽熱温水器,電気ヒーター,フレネルレンズ等で

検討

（２）溶存酸素室を制御するためのマイクロバブル装置の検討

（３）養殖排水中の水質汚濁物質（残餌や排池物に由来する有機物，

Ｐ,Ｎ，ＮＨ４+）を処理する光触媒(ＴｉＯ２)試作装置と炭素繊維投

入効果の検討

（４）養殖効率を高めるための龍の雌雄の判定法の検討などである

ｬ院

．_一争宅卸藍侭F町写

融

戦
一零

Ｏ
Ｒ

Ｉ
ｐ

鋤

図１養殖中の稚瀦

胤

２．実施方法

研究・執権は，熊本県水俣市湯の鶴の蓋

置して稚寵の飼育を行っている．図２に妻

20年８月の期間に実施した結果である．；

を行った．

養殖槽へはＡ４槽で平均４８匹ずつ計

１９４匹，Ｂ４槽で平均６５匹ずつ計２６１

匹の稚篭（計４５５匹）を投入し，龍重量

の3％の餌を１日に２回与えた．

養殖水槽へは湯の鶴温泉の温泉水を供

給水とし，水道水および太陽熱温水器，

投げ込みヒーター等で水温を２９±２℃に

調整した．

初投入時の稚篭の体重平均値は，Ａ槽

（約５３９),Ｂ槽（約６１９）であった．

これに対し，養殖試験期間終了時の個体

体重平均値は，Ａ槽（約４８７９），Ｂ槽

（約５８９９）で，死龍数および不明龍数

を除いた生存総数は，Ａ槽（94匹），Ｂ

槽（１１８匹）であった．

Ｌ

4９

熊本県水俣市湯の鶴の養殖現場（ビニール八ウス内）にB槽の水槽（各ＢＯＯL）を設

を行っている．図２に養殖現場の様子を示す。この養殖実験は平成１９年８月～平成

:実施した結果である．実験では,Ａ槽を開発した餌、Ｂ槽は市販の餌を使用して飼育

図２養殖現場（水俣市湯の鶴地区）
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3．結果と展望

実験を通して,現在までに,下記のような知見を得ている．

壱一

(1)本養殖システムでは，温泉水を利用して’夏季は水道

水を併用し，冬季は温泉水と太陽熱温水器，電気ヒー

ターによる加温装置で一定温度を保てる（断熱材も使

用）システムを製作できた．また，太陽光を利用する

ため，図３に示されるフルネルレンズを用い，日変化で

水温を１５℃から４５℃まで上昇させることが可能とな

った．焦点移動があるものの,大きな水槽で局部的には

かなり高温状態となることから，省エネ型の温水器と

して利用できると考えられる．

図３フレネルレンズ

5０

区

Ｐ

(2)図４は，本校で開発したマイクロバブル発生装置（工アレーター）を

示している。この装置を養殖水槽で稼動（インターバル：３時間，作動

３０分）させたところ，水温約２９℃で溶存酸素量を平均５．２２ppm（コ

ントロールでは平均２．２６ppm）に保つことができた．

ﾛ＝"■
＝

(3)養殖排水（６００L）を試作した光触媒システム2台で処理した結果‘

ＣＯＤの低減（定常で０．５ppm低減），ＮＨ４+からＮＯ２－およびＮＯ３－

への酸化が確認できたが，今回の養殖排水量に対して試作装置の能力は

小さすぎた．また,餌や稚龍排池物等に起因したフロックの発生が処理上

の最大の問題点であった．炭素繊維の投入では，フロックを短時間で吸

着してバイオフイルムの形成が確認でき，全リンは約７０％，全窒素は

約５５％の除去率を示し，有効であると判断された．図５にフロック除去

の様子を示す．
図４エアレーター

(4)図６に，稚篭血清でのタンパク質（ＭＰＰ１００）の検出結果を示す．遺伝子の検出による性判定実

験では，文献を参考に選択したＰＣＲプライマーでは,精巣でも卵巣でもＳｏｘｍＲＮＡが検出され，雌

雄判定は行えなかった．ＳＤＳ－ＰＡＧＥ分析では，非還元条件下の泳動で，雄飼の篭血清中に雌より

も有意に多く含まれるタンパク質が検出され,これをマーカーとして雌雄を判定する可能性が見出さ

れた．
稚篭成熟篭
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Ⅵ 熊本高専 建設技術材料試験所の紹介術材 紹

高専の理念のひとつである地域貢献の一環として行ってきたコンクリート関係の「受託試験」を、平成１９

年４月から土木建築工学科（現「建築社会デザインエ学科」）と技術室を中心とするスタッフで構成する「建
設技術材料試験所」で行っています。

平成１９年１０月には、地域企業からの要望もあり、「コンクリート圧縮強度試験」について、（独）製品評価
技術基盤機構によるＩＳＯ/|ＥＣ１７０２５の審査を経て、平成20年１０月からの新JlSマーク表示制度に適合する

「ＪＮＬＡ登録事業者（登録番号O70250JP)）として認定を受けました。

ＪNLAとは、国際標準化機構及び国際電気標準会議が定めた試験所に関する基準「ｌＳＯ/|ＥＣ17025」の要

求事項に適合しているかどうか審査を行い、試験事業者を登録する制度です。

右のJNLA標章は、ｌＳＯ/ＩＥＣ１７０２５にそって試験所が運営されており、試験を実施するのに必要な技術能
力を有していることを評価･確認された証として表示できます。

現在「建設技術材料試験所」では、「コンクリート圧縮強度試験」に対して、このロゴマーク入りの試験報
告書を発行しています。

【沿革】～～今までの経過～～

２００６．３月設立準備室の設置

２００７．１月耐圧試験機の搬入

2007.３月ｌＳＯ認定試験事業所登録申請書を提出

2007.１０月末（独）製品評価基盤機構への事業者登録許可

２００７．１０月末～ｌＳＯ認定試験事業所として業務開始

【受託試験実績値】

＜受託試験実績＞

試験名

コンクリート圧縮強度試

コンクリート静弾性係数試験

金属材料引張試験

コンクリート曲げ試験

骨材すりへり試験

骨材ふるい分け試験

細骨材比重試験（密度試験）

合計

Ｈ１９年 H２０年

８０４ ９０７

７２ 1２

２ ０

３ ０

０ ２０

０ ６

０ Ｉ

８８１ ９４６

【試験可能項目(ＩＳＯ以外)】

ＪＩＳＡ１１０２骨材のふるい分け試験方法

ＪｌＳＡ１１０３骨材の単位容積質量及び実績率試験方法

ＪｌＳＡ１１０６コンクリートの曲げ試験方法

ＪｌＳＡ１１０９細骨材の密度及び吸水率試験方法

ＪｌＳＡ１１１０粗骨材の密度及び吸水率試験方法

ＪＩＳＡ１１１３骨材の微粒分量試験方法

ＪｌＳＡ１１２１ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験方法

ＪｌＳＡ１１２２硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験方法

ＪＩＳＡ１１２６ひっかき硬さによる粗骨材の軟石試験方法

、_ノ
O７０２５０ＪＰ

ＪｌＳＡ１１２９‐３モルタル及びコンクリートの長さ変化試験方法(第３部：夕.イヤルゲージ方法）

ＪｌＳＡ１１３７骨材中の粘土魂量試験力法

ＪｌＳＡ１１４１骨材中の密度１．９５９／◎3の液体に浮く粒子の試験方法

【連絡先Ｉ

熊本高等専門学校建設技術材料試験所

（八代キャンパス）〒８６６－８５０１熊本県八代市平山新町２６２７

ＴＥＬＯ９６５(53)１３４８（試験所），０９６５(53)１３９０（総務課）

５１

FAX、０９６５(５３)１３４８
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本県工業連合会業 との包括協定熊Ⅶ． の、Ⅱ

5２

熊本県工業連合会と包括連携協定を締結

熊本高専は、平成22年３月１６日(火)に熊本県工業連合会と包括連携協定を結びました。

この協定は、地域企業の人材育成、産学官協働教育、共同研究等を推進し、地域におけるイノベー

ション創出並びに地域社会の発展に貢献することを目的としたものです。熊本県工業連合会と連携し

てシームレスインターンシップや共同研究などに取り組み、企業と学生の関係を深めることで優秀な

人材を熊本に残すことが狙い。今回の締結は県内企業との連携を一層深め、共同研究や社会人講座の

充実、協働教育の実施など地域産業界との連携をより一層進展させるものです。
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Ⅷ． イノベーションセンター規則等 (Ｈ２２３．２３現在）

○熊本高等専門学校地域イノベーションセンター規則

平成２１年１０月１日制定

（趣旨）

第１条この規則は，熊本高等専門学校内部組織規則（以下「内部組織規則」という｡）

第１０条第５項の規定に基づき,熊本高等専門学校地域イノベーションセンター(以

下「センター」という。）に関し必要な事項を定める。

（目的）

第２条センターは,地域産業界や社会との積極的な連携をめざし,地域イノペーショ

ンの創出，共同研究や技術開発連携の推進，社会人を含めた幅広いものづくり人材

の育成，知的財産活動の活性化等を図ることを目的とする。

（業務）

第３条センターは，次に掲げる業務を行う。

（１）地域イノベーションの推進に関すること。

（２）共同研究プロジェクト等研究。技術開発連携の企画・推進に関すること。

（３）社会人講座等地域の人材育成の企画・推進に関すること。

（４）九州地区拠点活動を含む知的財産活動活性化等の企画・推進に関すること。

（５）その他地域との連携推進に関すること。

（事業部）

第４条センターに，次に掲げる事業部を置く。

（１）地域創成事業部

（２）研究開発事業部

（３）人材育成事業部

（４）知的財産事業部

２事業部に関し必要な事項は，別に定める。

（職員）

第５条センターに，次に掲げる職員を置く。

（１）センター長

（２）副センター長

（３）センターの専任教員（以下「専任教員」という。）

（４）内部組織規則第１０条第４項の規定により設置する地域イノベーションセン

ター熊本キャンパス委員会及び地域イノベーションセンター八代キャンパス委

員会の委員（前３号に掲げる者を除く。）

（５）その他必要な職員若干名

２センター長及び副センター長（以下「センター長等」という｡）は，校長が指名す

る。

３センター長は，校長の命を受け，センターの業務を掌理する。

４副センター長は，センター長の命を受け，その業務を補佐する。

５センター長等の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生じた場合の

後任者の任期は，前任者の残任期間とする。

６第１項第５号の職員の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生じた

場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。

（専任教員）

第６条専任教員は，校長が指名する。

２専任教員は，センターの業務に従事する。
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（コーディネーター）

第７条第５条第１項各号に掲げる職員のほか，センターに，コーデイネータ－を置

くことができる。

２コーディネーターに関し必要な事項は，別に定める。

（事業部長及び副事業部長）

第８条事業部に，事業部長及び副事業部長を置く。

２事業部長は，事業部の業務を統括する。

３副事業部長は，事業部長を補佐する。

４事業部長及び副事業部長は，第５条第１項各号の職員のうちから，センター長の

推薦に基づき，校長が任命する。

５事業部長及び副事業部長の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生

じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。

（センターの運営）

第９条センターの運営に関する事項は，内部組織規則第１０条第４項の規定により

設置する熊本高等専門学校地域イノベーションセンター運営委員会において，審議

する。

（事務）

第１ｏ条センターの事務は，総務課及び管理課において処理する。

（雑則）

第１１条この規則に定めるもののほか,センターに関し必要な事項は,別に定める。

１

２

附則

この規則は，平成２１年１ｏ月１日から施行する。

この規則施行後最初に指名されるセンター長等の任期は，第５条第５項の規定に

かかわらず，平成２３年３月３１日までとする。
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Ｏ熊本高等専門学校地域イノベーションセンター運営委員会規則

平成２１年１０月１日制定

（趣旨）

第１条熊本高等専門学校内部組織規則第１０条第５項の規定に基づき，熊本高等専

門学校地域イノベーションセンター運営委員会（以下「委員会」という。）に関し必

要な事項を定める。

（審議事項）

第２条委員会は，次に掲げる事項を審議する。

（１）熊本高等専門学校地域イノベーションセンター（以下「センター」という｡）の

年間計画及び予算に関すること。

（２）センターの施設及び設備についての計画に関すること。

（３）センターの諸規則の制定及び改廃に関すること。

（４）センター業務の点検及び改善に関すること。

（５）その他センター業務の調整等に関すること。

（組織）

第３条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

（１）センター長

（２）副センター長

（３）事業部長及び副事業部長

（４）課長

（５）その他センター長が必要と認めた者

（任期）

第４条前条第５号の委員の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生じ

た場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第５条委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。

２委員長は，委員会を召集し，その議長となる。

３委員長に事故があるときは，副センター長がその職務を代行する。

（議事）

第６条委員会は，各キャンパスごとに過半数の委員の出席がなければ開くことがで

きない。

（委員以外の者の出席）

第７条委員長が必要と認める場合は，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことが

できる。

（事務）

第８条委員会の事務は，総務課及び管理課において処理する。

（雑則）

第９条この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定め

る。

附則

この規則は，平成２１年１０月１日から施行する。
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○熊本高等専門学校地域イノベーションセンター八代キャンパス委員会規則

平成２１年１０月１日制定

（趣旨）

第１条熊本高等専門学校内部組織規則第１０条第５項の規定に基づき，熊本高等専

門学校地域イノベーションセンター八代キャンパス委員会（以下「委員会」という。）

に関し必要な事項を定める。

（実施事項）

第２条委員会は，地域イノベーションセンター運営委員会が定める基本方針の下，

次に掲げるセンター業務を企画・調整し，その実施にあたる。
（１）地域イノベーションの推進に関すること。

（２）共同研究プロジェクト等研究・技術開発連携の企画・推進に関すること。
（３）社会人講座等地域の人材育成の企画・推進に関すること。

（４）知的財産活動活性化等（九州沖縄地区における拠点活動を含む）の企画・推進
に関すること。

（５）その他地域との連携推進に関すること。

（組織）

第３条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

（１）センター長又は副センター長（以下「センター長等」という。）
（２）専任教員

（３）校長が指名する教員

（４）八代キャンパスの学科等（第１号及び前号の委員が所属する学科等を除く。）か
ら選出された教員各１名

（５）総務課長が指名する者１名

（６）技術センターから選出された者１名

（７）その他副センター長等が必要と認めた者

（任期）

第４条前条第３号から第７号までに掲げる委員の任期は１年とし,再任を妨げない。
ただし，欠員を生じた場合の補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第５条委員会に委員長を置き，センター長等をもって充てる。

２委員長は，委員会を召集し，その議長となる。

３委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行
する。

（議事）

第６条委員会は，委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
（委員以外の者の出席）

第７条委員長が必要と認める場合は，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことが

できる。

（事務）

第８条委員会の事務は，総務課において処理する。

（雑則）

第９条この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定め
る。

附則

１この規則は，平成２１年１０月１日から施行する。

２この規則施行後最初に任命される第３条第３号から第６号までに掲げる委員の任

期は，第４条の規定にかかわらず，平成２３年３月３１日までとする。
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○熊本高等専門学校地域イノベーションセンター熊本キャンパス委員会規則

（趣旨）

第１条熊本高等専門学校内部組織規則第１０条第５項の規定に基づき、熊本高等専門学

校地域イノベーションセンター熊本キャンパス委員会（以下「委員会」という｡）に関す

る必要な事項を定める。

（任務）

第２条委員会は，次に掲げる事項を企画・調整し，その実施にあたる。

（１）地域イノペーションの推進に関すること

（２）共同研究プロジェクト等の企画・推進に関すること

（３）社会人講座等、地域の人材育成の企画・推進に関すること

（４）知的財産活動活性化等（九州沖縄地区における拠点活動を含む）の企画・推進に関す

ること

（５）その他，地域との連携推進に関すること

（組織）

第３条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

（１）センター長

（２）センター所属の専任教員

（３）センター各事業部長及び副部長

（４）研究部の主任

（５）学科又は共通教育科から選出された教員。ただし、前号（１）～（４）の委員と重複

することは構わない。

（６）センター長が指名する者

（７）管理課長が指名する者

（任期）

第４条前条第１項第３号の委員の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生

じた場合の補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第５条委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。

２委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

３委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）

第６条委員会は，委員の過半数の出席がなければ開くことができない。

（委員以外の者の出席）

第７条委員長が必要と認める場合は，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことがで

きる。

（事務）

第８条委員会の事務は，管理課において処理する。

（雑則）

第９条この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。

附則

この規則は，平成２１年１ｏ月１日から施行する。
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Ⅸ． 各種様式

5８



熊本高等専門学校長殿

住所

名称

代表者名

共同研究申込書

平成年月日

印

独立行政法人国立高等専門学校機構共同研究実施規則に基づき、下記のとおり共同研究の申込みを

します。

記

研究題目

研究の概要

研究の特色 ●

意 義

研究期間

研究実施施設。

設備等

共同研究申込

者・派遣の有無

等

派遣者有の場合

派遣者氏名等

希望研究担当

者 等

研究に要する経

費の負担額

(消費税額を含

む）

事務連絡先

備考

平成年月日から平成年月日まで

熊本高専

申込者の組織

氏名 所属・職 現在の専門 役割分担 派遣の有無

学科等 職名 氏名 役割分担

直接経費 間接経費 受入研究者指導料 合計

円 円 円 円

所属 担当者 電話・Ｍａｉｌ
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熊本高等専門学校長殿

委託者

住所

名称

代表者氏名

受託研究申込書

年月日

印

独立行政法人国立高等専門学校機構受託研究実施規則に基づき，下記のとおり受託研究

の申込みをします。

１．研究課題

２．研究目的及び内容

3．受託研究経費等

４．希望する研究完了期間

５．希望する研究担当者

６．研究用資材・器具等の提供

７．その他

事務連絡先

記

円

（消費税額及び地方消費税額を含む）

うち直接経費円

間接経費円

受託料円

平成 年月 日
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記

受託試験申込書
年月日

熊本高等専門学校殿

委託者

受託料金

氏名

ＴＥＬ

１

ＦＡＸ

6１

E-mail

……建設技術材料試験所ConstructionMaterialEngineeringLaboratory．．…．．
※受付（総務課）ＴＥＬ：Ｏ９６５－５３－１３９０ＦＡＸ：Ｏ９６５－５３－１２１９

（試験所）TEL／FAX：Ｏ９６５－５３－１３４８

下記のとおり試験をお願いいたします。

１．委託しようとする試験名

２．供試体駄料)の数量，種類等

供試体儲料)の返却の要否

添付資料の有無

日月年収領料託受〆
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』

建設技術材料試験所確認欄

）

年 月日

３．証明書の必要の有無；部数
（有無のいずれかを○で囲み、部数は記入してください。

別紙第１号様式（第２条関係）

4旺
Ｊｂ,、 部●

[繍言鯛
４．実施場所

５．備考

熊本高等専門学校建設技術材料試験所

．…以下は記入不要．．…．．……

受付番号

円×

（
ＩＳＯ受付番号

納期：

受付担当 試験指示者（印） 試験担当者（印）



技術相談申込害

熊本高等専門学校

地域イノベーションセンター長殿

下記のとおり技術相談を申し込みます。

6２

平成年月日

申
込
書

企業等名

所属

連絡先

氏名

住所 Ｔ－

ＴＥＬ （）

ＦＡＸ （）

相談分野・担当希望教員名（できれば記入してください。）

相談内容（具体的に記入してください。）

提
出
先

熊本高等専門学校地域イノベーションセンター

(熊本キャンパス）

〒861-1102熊本県合志市須屋2659-2

TELO96-242-6433FAXO96-242-5503

(八代キャンパス）

〒866-8501熊本県八代市平山新町2627

TELO965-53-l390FAXO965-53-l219

※記入しないでください。

受付日付・番号 相談担当教員名

平年月日

平成年度

第号



別紙様式第１号

独立行政法人国立高等専門学校機構

熊本高等専門学校長殿

(寄附者）

住所

氏名

寄附金申 込書

このことについて、下記のとおり寄附します。

記

１．寄附金額

２．寄附の目的

３．寄附の条件

４．使用内訳

５．使用時期

６．研究担当者等

平成年 月 日

印

円

７．その他

連絡先：

研究担当者が、独立行政法人国立高４

伴う寄附金の移動について同意する。

独立行政法人国立高等専門学校機構から異動した場合は、その異動に

6３



ﾆﾐ謎』蝿

識
瀞

独立行政法人国立高等専門学校機構
熊本高等専門学校

●熊本キャンパス
Kumamdtocampus

ＫｕｍａｍｏｔｏＮａｔｉｏｎａｌＣｏｌｌｅｑｅｏｆＴｅｃｈｎｏｌｏｇＶ

'〃・八代キャンパスURLhttp:〃Wwwokumamoto-nct･acjp／
Yatsushimcampus

§
＃

罪
矧
醐

○熊本キャンパス

ﾐ謎些”

〒８６１－１１０２

熊本県合志市須屋２６５９－２

管理課産学連携係．
ＴＥＬＯ９６－２４２－６４３３

セン

[アクセス］

・バス／ＪＲ熊本駅・交通センターから北１
または｢菊池プラザ｣行き（急行及び田黒淵
､ハ人／ＪＨ熊本駅・交通センターから北１．北3系統の｢菊池温泉｣行き、

または｢菊池プラザ｣行き（急行及び田島経由を除く)、「電波高専前」下車
･電車／｢藤崎宮前｣から｢御代志｣行き｢電波高専前｣下車､または｢JR上熊本駅｣から｢北熊本｣行き、「北熊本｣で
「御代志｣行きに乗り換えて｢電波高専前｣下車

躯
醗
乃
、
ん
じ
妓
却

１

財
九
州
関
刷
り
闘
助
暇
圃

所在地

I垂2KⅨ

齢
短大･高Ｗ前

厩師金禍院

中九州短大

回。

g開驚

[アクセス］

・ＪＲ／｢新八代駅｣から約７kｍ、「八代駅｣から約5kｍ
・肥薩おれんじ鉄道／｢肥後高田駅｣から徒歩7分
・産交バス／｢八代駅前｣乗車

（１）「君ケ洲｣行き「高田駅前」下車、徒歩7分
（２）「水俣｣行き「短大・高専前」下車、徒歩5分

〒８６６－８５０１

熊本県八代市平山新町２６２７
総務課企画調整係
ＴＥＬＯ９６５－５３－１３ｇＯ 篭

○八代キャンパス ＃
至人百
１．Ｃ一

Ｖ琴誌



剥け帝〆
戸喝4亀

一畠凸

一一

;ﾛ醜

革新する技術､創造する未来～夢へ翻る熊本高専～

熊本高等専門学校
KumamotoＮａｔｉｏｎａＩＣｏＩｉＥｇＧｏｆＴＧｃｈｎｏＩｏｇｙ

龍癒嵩害毒門学臓地域イノベージヨ劃セン毎一報Ｖﾛ1.1

平成旨屋年ヨ目巽行

編集熊癒旨害地域イノベーションセン毎一創窒事業部

熊ZI信喜管理課崖学連携係

巽宥熊広言害地域イノベーションセン釘一運言霊員会


